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繰り返し使用できる資源的に豊富なCO2吸収体
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(2)C.10粒子を有する複合体の作製
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9CÅS非晶質粉末の合成 9CAS-fo.tm の作製
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高い吸収率の維持
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(かウレタンフォームを利用して作製した9CÅS-ro.1m上に様々な条

件で C.10粒子を被覆することで C.10被覆型ケイ酸塩フォーム

(C.10-fòⅢ1)を作製できた

②フォームに被覆されたC1̀0粒子は多孔質柵道を維持するため.

繰り返しCOヱ吸収率の低下が抑制され,高寿命coz吸収体に成り
得ることが示された

飲 .10スラリーを用いることで,9CAS基体との反応が抑制され

高いCO,吸収率を有するCOz吸収体(C.10-伽 nl)が作製できた




